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　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ T 77

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ T 49

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

6.（　）内は、参考値とする。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。
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